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編集後記･･

ψ通商産業省に工業枝術院が新設され(王952年8

月五日)､その傘下に入った地質調査所は,永らく

｢通産省工技院地質調査所｣の名称で活動してきま

した｡すでにご承知のように,本年王月の組織改変

に伴う暫定的な｢経済産業省産菜枝術総合研究所

地質調査所｣の呼び名を経て,雀月からは｢独立行政

法人巌菜技術総合研役所｣が発足の運びとなりまし

た｡ここに工20年のf云統を重ねたギ地質調査所｣の名

前が公式には消滅することになってしまいました.こ

れまでの地質調査所の活動は､地質調査総合セン

タｰ(芦岳68)として引き継がれますが､独立した組織

としての名称が消えることに寂しさを禁じ麦ません.

幸いにして,丁地質ニュｰス｣はこれ凄での形での存

続を認められましたので冒今後ともご愛読いただけ

ますよう宜しくお願いいたします呈

命本号は,昨年9～工O月に行われた｢山陰地質情報

展｣の内容を特集しました由冒頭の概要紹介(飯笹)

にもあるように､陸域地質由海底地質中鉱物資源･

地熱資源･地球化学図等々､山陰地方の地球科学

に関する情報が盛り沢山の内容になりました咀汽水

域の水の動き(西村由徳岡)は､中海から大橋川を

経て宍道湖に至る塩水の動きを調べたもので,漁獲

量にも影響するなど,環境科学の記事として興味を

ひかれました.また,アジアの地質構造図や日韓地

球科学図のような国際協力の成累,体験型の各種

イベントの様子なども紹介されています.

φ島根県羽須美村の四射サンゴ化石が村おこしに

使走ないか(p.16)との問い合わせがあったそうです

が､その後この化石の説明のために,加藤次長と松

浦技官(当時)が地元選出の代議士を訪ねることに

なったと聞いています.凄回目を迎克た地質情報展

は年々創意工夫を重ね,開催地に密着した地球科

学の普及活動がその役割を果たしつつあるのは喜

ばしいことです.

命本号の記事には随所に｢地質調査所｣が出てきま

すが,全ての原稿が独法化以前に執筆されたものな

ので官あえて修正は行いませんでした.ただし,旧地

質調査所職員の執筆者は現在の所属を欄外に記し

ておきました.今後も何号かはこの方式で続けたい

と思っていますので,宣しくご了解いただけますよ

うお願いいたします.

φ今号から編集委員会を地質標本館に移し,委員

の顔ぶれも一新いたしました､引継ぎの関係など

で,六号の刊行が遅くなりましたことをお詫びいたし

ます..(遠藤祐二)
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